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The happiness RealizaTion news

平成29年５月５日（金）
いまこそ、新しい選択。
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憲
法
９
条
で
は
主
に
、

「
国
際
紛
争
解
決
の

手
段
と
し
て
の
戦
争
の
放

党
利
党
略
の「
加
憲
」

憲
法
９
条
改
正
を

正
面
か
ら
訴
え
る
べ
き

加
憲
の
何
が
問
題
な
の
か

両
立
し
え
な
い
新
条
項
を
加

え
る
こ
と
は
、
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

さ
ら
に
、
た
と
え
自
衛
隊

の
存
在
を
憲
法
に
明
記
し
た

と
し
て
も
、
９
条
２
項
の
改

正
を
行
わ
な
い
限
り
、
国
防

国
力
低
下
を
も
た
ら
す
だ

け
だ
。
無
償
化
の「
加
憲
」は
、

左
翼
陣
営
や
国
民
の
買
収
を

も
く
ろ
ん
で
い
る
か
の
如
き

「
バ
ラ
マ
キ
政
策
」と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
。「
教
育
無
償

化
」
は
、
教
育
の
国
家
統
制

を
強
め
る
と
と
も
に
、
重
税

の
流
れ
を
強
め
る
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
。
無
償
化
を
推
進

す
る
立
場
か
ら
は
、
相
続
税

の
増
税
や
年
金
保
険
料
の
上

乗
せ
な
ど
が
提
言
さ
れ
て

い
る
。
国
家
の
統
制
が
強
ま

り
、
国
民
の
負
担
が
増
え
る

こ
と
に
な
れ
ば
、
こ
の
国
全

体
の
社
会
主
義
化
に
拍
車
を

か
け
る
こ
と
に
な
り
か
ね

な
い
。

憲
法
施
行
70
周
年
と
な
る
５
月
３
日
、
都
内
で
開
か
れ
た
改
憲
派
の
集
会
の
冒
頭
で
、
憲
法

９
条
改
正
と
２
０
２
０
年
施
行
の
意
向
を
表
明
し
た
安
倍
晋
三
・
内
閣
総
理
大
臣
の
ビ
デ
オ

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
流
れ
た
。
安
倍
首
相
は
、
９
条
改
正
に
つ
い
て
、
１
項
、
２
項
を
残
し
つ
つ
、

自
衛
隊
の
存
在
を
規
定
す
る
条
項
を
加
え
る
方
針
を
表
明
。
国
家
と
し
て
国
防
軍
の
保
持
を

認
め
、
日
本
を
真
な
る
「
独
立
国
家
」
に
す
る
と
い
う
志
は
ど
こ
へ
行
っ
た
の
か
。
昨
今
の
緊

迫
す
る
国
際
情
勢
に
首
相
の
加
憲
論
で
対
応
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

加
憲
論

今
回
の
安
倍
首
相
の

「
加
憲
」
発
言
に
は
、

９
条
１
項
、
２
項
を
残
す
こ

と
で
護
憲
派
を
抱
き
込
み
な

が
ら
、
一
方
で
、
９
条
改
正

に
向
け
た「
前
進
」を
求
め
る

改
憲
派
を
も
取
り
込
も
う
と

す
る「
党
利
党
略
」が
透
け
て

見
え
る
。

さ
ら
に
、「
教
育
無
償
化
」

を
主
張
す
る
日
本
維
新
の
会

と
の
連
携
を
に
ら
ん
で
か
、

首
相
は「
高
等
教
育
に
つ
い

て
も
す
べ
て
の
国
民
に
真
に

開
か
れ
た
も
の
と
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
た
が
、

質
の
低
い
公
教
育
を
温
存
し

た
ま
ま
で
の
教
育
無
償
化
は
、

財
政
赤
字
の
拡
大
や
一
層
の

憲
法
９
条
改
正
に
関
し

て
は
、
民
進
党
や
共

産
党
等
の
護
憲
派
か
ら
根
強

い
批
判
が
あ
る
。
連
立
を
組

む
公
明
党
や
、
改
憲
勢
力
と

言
わ
れ
る
日
本
維
新
の
会
も
、

一
枚
岩
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
現
実
の
有
事
が
起

こ
っ
た
時
に
、
現
憲
法
下
の

体
制
で
は
対
応
で
き
な
い
と

い
う
こ
と
が
改
め
て
明
ら
か

に
な
っ
た
今
、
左
も
右
も
抱

き
込
ん
だ〝
お
試
し
改
憲
〟で

憲
法
改
正
を
リ
ー
ド
し
よ
う

と
す
る
姿
勢
は
、「
誠
実
さ
」

を
欠
い
て
い
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

朝
鮮
半
島
情
勢
が
緊
迫
し
、

中
国
の
人
民
解
放
軍
の
脅
威

が
迫
る
中
に
あ
っ
て
も
、
国

の
主
権
を
考
え
な
い「
情
け

な
い
政
治
」
に
終
始
す
る
な

ら
ば
、
そ
の
足
元
を
見
ら
れ
、

周
辺
国
か
ら
一
層
の
侮
り
を

受
け
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね

な
い
。
国
民
の
生
命
・
安
全
・

財
産
を
守
り
抜
く
た
め
、
幸

福
実
現
党
は
、
主
権
国
家
と

し
て
国
の
交
戦
権
を
認
め
、

防
衛
軍
の
組
織
も
含
め
た
憲

法
改
正
を
提
起
し
、
全
国
各

地
で
国
民
に
訴
え
て
い
く
。

の
手
足
が
縛
ら
れ
た
状
態
に

変
わ
り
は
な
い
。
在
外
邦
人

が
窮
地
に
陥
っ
た
場
合
、
自

衛
隊
は
救
出
に
迎
え
る
の
か
。

中
国
が
強
大
な
軍
事
力
で
恫

喝
し
て
き
た
場
合
、
同
国
に

対
抗
す
る
だ
け
の
抑
止
力

（
弾
道
ミ
サ
イ
ル
や
航
空
母

艦
）
を
保
有
で
き
る
の
か
。

現
行
法
で
自
衛
隊
は
、

サ
イ
バ
ー
空
間
や
宇
宙

空
間
で
の
戦
い
に
対
処

で
き
る
の
か
。
安
倍
首

相
に
は
、
こ
れ
ら
の
問
い

に
し
っ
か
り
と
答
え
る
責

任
が
あ
る
。

　
１
項	

日
本
国
民
は
、
正
義
と
秩
序
を
基
調
と
す
る
国
際
平
和
を

誠
実
に
希
求
し
、
国
権
の
発
動
た
る
戦
争
と
、
武
力
に
よ

る
威
嚇
又
は
武
力
の
行
使
は
、
国
際
紛
争
を
解
決
す
る
手

段
と
し
て
は
、
永
久
に
こ
れ
を
放
棄
す
る
。

　
２
項	

前
項
の
目
的
を
達
す
る
た
め
、陸
海
空
軍
そ
の
他
の
戦
力
は
、

こ
れ
を
保
持
し
な
い
。
国
の
交
戦
権
は
、こ
れ
を
認
め
な
い
。

第９条

棄
」（
１
項
）、「
戦
力
の
不

保
持
」「
交
戦
権
の
否
認
」

（
２
項
）が
定
め
ら
れ
て
お
り
、

他
国
で
言
う
と
こ
ろ
の「
国

防
軍
」
は「
戦
力
」
に
当
た
る

た
め
、
日
本
は
国
防
軍
を
持

て
な
い
と
解
釈
さ
れ
て
き
た
。

た
だ
、
自
衛
隊
の
存
在
を
認

め
る
た
め
に
、「
戦
力
」に
至

ら
な
い
範
囲
で
、
部
隊
や
兵

器
を
持
つ
こ
と
は
憲
法
上
許

容
さ
れ
る
と
い
う
、「
白
馬

は
馬
に
あ
ら
ず
」
と
言
わ
れ

て
も
仕
方
が
な
い
解
釈
を
貫

い
て
き
た
。

そ
の
よ
う
な
解
釈
論
も
、

Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
押
し
付
け
ら
れ
た

憲
法
の
下
で
、
国
家
を
防
衛

す
る
た
め
に
は
、
緊
急
避
難

的
に
許
さ
れ
得
た
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
条
文
を
改
正
す
る

段
に
な
っ
て
、「
戦
力
の
不

保
持
」「
交
戦
権
の
否
認
」と

写真：AP/ アフロ

妥
協
の
産
物
安
倍
首
相
の



全国の書店やAmazon 等のネット書店でお求めいただけます。
（幸福の科学の支部・精舎でもお求めいただけます。）

大川隆法  著
幸福の科学グループ創始者 兼 総裁

危機の中の北朝鮮
金正恩の守護霊 霊言

定価 1,512円(税込) 幸福の科学出版 刊

暴
発
か
!?

崩
壊
か
!?

明らかになる「対トランプ戦略」

緊急発刊

3つのシナリオ。

金正恩の驚くべき思惑が
明らかに。

全国の書店や Amazon 等のネット書店でお求めいただけます。
（幸福の科学の支部・精舎でもお求めいただけます。）
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ＱＱどこに避難すればいい？
Ａ．行政機関からの避難の指示が出された場合、
その指示に従って落ち着いて行動しましょう。
※全国市区町村別避難場所一覧
http://www.kokuminhogo.go.jp/hinan/

武力攻撃やテロなどが迫る、もしくは発生した地域には、
原則として特別なサイレン音を使用して、注意が呼びかけ
られます。そして、テレビ、ラジオや広報車などを通じて、
情報や取るべき行動が伝えられます。
特別なサイレン音については、国民保護ポータル
サイトにてサンプル音を事前にお聴きください。
http://www.kokuminhogo.go.jp/

政府による警報発令

初期動作

情報収集

こんな時は
どうする？

【
屋
外
】

【
屋
内
】

※この情報は、「内閣官房 国民保護ポータルサイト」の「武力攻撃やテロなどから身を守るために」をもとに作成しています。

（テレビ、ラジオなど）

●口と鼻をハンカチで覆いなが
ら、その場から直ちに離れ、
外気から密閉性の高い室内の
部屋または風上の高台など、
汚染のおそれのない安全な地
域に避難しましょう。

●なるべく上の階の屋内へ避難しましょう。
●汚染された衣服などを脱ぐ際には、露出している皮膚に衣服の汚

染された部分が触れるおそれがあります。特に頭からかぶる服を
着ている場合には、はさみを使用して切り裂いてから脱ぎましょう。

●化学剤傷病者への治療は一刻を争います。あやしいと感じたらす
ぐに周囲に知らせる、速やかに警察や消防に通報するといった迅
速な対応によって、その後の対処も早くなり、救命率の向上につ
ながります。

1
2

3
身の回りで急な爆発が起こったら
Ａ．警報の発令に関わらず、以下のことに留意しましょう。
・とっさに姿勢を低くし、身の安全を守りましょう。
・周囲で物が落下している場合には、落下が止まるまで、
頑丈なテーブルなどの下に身を隠しましょう。
・その後、爆発が起こった建物などからできる限り速やか
に離れましょう。

●とっさに遮蔽物の陰に身を隠しましょう。また、失明する
おそれがあるので爆発した方向を見ないでください。

●上着を頭から被り、口と鼻をハンカチで覆うなどにより、
皮膚の露出をなるべく少なくしながら、爆発地点から遠く
離れましょう。その際に、風下を避けて風向きとなるべく
垂直方向に避難しましょう。

●建物があればその中へと避難。地下施設やコンクリート建
物であればより安全です。

●爆風が危険なので、地下施設
があれば地下へ移動しましょう。

●安全が確認できるまでは、汚染された疑
いのある水や食物の摂取は避けましょう。

●汚染物を身体から取り除くため、衣類を脱
いでビニール袋や容器に密閉しましょう。
その後、水と石けんで手、顔、体をよく洗
いましょう。

●窓占め・目張りにより室内を密閉し、
   窓のない中央の部屋に移動しましょう。

生物・化学兵器の場合 核ミサイルの場合

北朝鮮のミサイル着弾まで７分！
家族の安全のために必要なこと


